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及お
い
か
わ川　

正ま
さ
や也

（
毎
日
新
聞
専
門
編
集
委
員
）

「
新・
帝
国
主
義
」始
動
す
る
米
国

モ
ン
ロ
ー
主
義
復
活
で
孤
立
志
向
に

大
転
換
示
す
国
家
安
全
保
障
戦
略

　

米
国
は
今
年
、
建
国
2
5
0
年
を
迎
え
る
。
大
統
領
の
座
に
あ
る

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
が
掲
げ
る
「
米
国
第
一
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
、
そ
の
節
目
の
年
に
ふ
さ
わ
し
く
映
る
が
、
同
時
に
そ
れ
は
「
世

界
の
唯
一
の
超
大
国
」
と
し
て
君
臨
し
た
米
国
の
落
日
を
見
る
よ
う

で
も
あ
る
。
昨
年
暮
れ
、ト
ラ
ン
プ
政
権
が
発
表
し
た
2
期
目
の「
国

家
安
全
保
障
戦
略
（
N
S
S
）」
は
、「（
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
巨
人
神
）

ア
ト
ラ
ス
の
よ
う
に
米
国
が
世
界
全
体
を
支
え
る
時
代
は
終
わ
っ

た
」
と
記
し
た
。
米
国
は
再
び
、
か
つ
て
歩
ん
だ
孤
立
主
義
の
道
へ

と
戻
る
の
だ
ろ
う
か
。

米
国
の
「
超
大
国
終
結
宣
言
」

　

12
月
4
日
に
公
表
さ
れ
た
国
家
安
全
保
障
戦
略
を
貫
く
精
神
は
、

理
念
よ
り
も
実
利
を
重
視
し
、
協
調
よ
り
も
競
争
に
軸
足
を
置
き
、

同
盟
国
に
無
償
の
価
値
を
置
く
よ
り
も
敵
対
国
と
の
経
済
に
着
眼
す

る
、
と
い
う
「
ト
ラ
ン
プ
流
」
の
「
米
国
第
一
主
義
」
で
あ
る
。
冒

頭
、「
外
交
政
策
の
目
的
は
、
核
心
的
な
国
家
の
利
益
を
保
護
す
る

第２期トランプ政権

定点
観測
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こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
こ
の
戦
略
の
唯
一
の
焦
点
で
あ
る
」
と
言
明

し
た
。
従
来
は
米
国
が
そ
の
担
い
手
と
な
っ
た
国
際
社
会
の
利
益
に

は
触
れ
ず
、
外
交
の
照
準
は
、
世
界
よ
り
も
足
元
に
絞
っ
た
。

　

そ
の
「
核
心
的
で
死
活
的
な
利
益
」
と
し
て
列
記
し
た
五
つ
の
ポ

イ
ン
ト
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
北
米
と
中
南
米
の
米
州
大
陸
（
西
半
球
）
で
あ
る
。
し

か
も
、
最
優
先
の
政
策
は
、
移
民
対
策
と
麻
薬
対
策
だ
。
外
国
勢
力

の
干
渉
を
排
し
、
西
半
球
を
自
国
の
権
益
と
し
て
確
立
し
よ
う
と
し

た
今
か
ら
2
0
0
年
余
も
昔
の
「
モ
ン
ロ
ー
主
義
」
を
持
ち
出
し
、

そ
の
「
ト
ラ
ン
プ
版
」（T

rum
p C
orollary

＝
ト
ラ
ン
プ
補
論
）

を
主
張
し
、
実
行
す
る
と
表
明
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後

に
詳
述
し
た
い
。

　

第
二
が
、
イ
ン
ド
太
平
洋
で
あ
る
。「
外
国
勢
力
が
米
国
の
経
済

に
与
え
て
い
る
ダ
メ
ー
ジ
を
覆
す
と
と
も
に
、
イ
ン
ド
太
平
洋
が
自

由
で
開
か
れ
、
重
要
な
す
べ
て
の
シ
ー
レ
ー
ン
（
海
上
交
通
路
）
に

お
い
て
航
行
の
自
由
を
確
保
し
、
安
全
で
信
頼
性
の
高
い
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
（
供
給
網
）
を
維
持
し
、
重
要
な
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

保
持
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
当
然
、
日
本
が
含
ま
れ
る
地
域

だ
が
、
視
線
は
中
国
に
向
く
。
文
脈
か
ら
は
、
南
シ
ナ
海
や
台
湾
海

峡
、
半
導
体
や
人
工
知
能
（
A
I
）、
レ
ア
ア
ー
ス
な
ど
が
浮
か
ぶ
。

　

イ
ン
ド
太
平
洋
の
重
要
性
を
同
盟
国
の
利
益
と
い
う
観
点
よ
り

も
、
自
国
の
利
益
保
護
に
直
結
さ
せ
て
考
え
て
い
る
。
特
に
貿
易
問

題
で
は
、
同
盟
国
も
敵
対
国
も
区
別
が
な
い
。「
米
国
第
一
外
交
が

米陸軍・海軍フットボール対抗戦で手を振るトランプ米大統領＝米メリーランド州ボ
ルティモアのスタジアムで2025年12月13日、ホワイトハウス提供
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目
指
す
と
こ
ろ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
貿
易
関
係
の
リ
バ
ラ
ン
ス
だ
」

と
指
摘
し
、
日
韓
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
中
国
と
を
同
列
に
し
て
貿
易

不
均
衡
の
解
消
を
求
め
て
い
る
。
軍
事
面
で
は
、
名
指
し
せ
ず
と
も

中
国
の
「
脅
威
」
を
念
頭
に
前
線
で
の
抑
止
力
強
化
の
重
要
性
を
唱

え
、
日
本
と
韓
国
を
名
指
し
し
て
防
衛
費
の
増
額
を
突
き
つ
け
、「
新

た
な
能
力
」
へ
の
投
資
も
求
め
た
。

ロ
シ
ア
と
は
「
戦
略
的
安
定
」
の
再
構
築

　

第
三
が
欧
州
だ
。「
欧
州
の
自
由
と
安
全
を
維
持
す
る
た
め
に
同

盟
国
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
一
方
、
欧
州
の
文
明
的
自
信
と
西
洋
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
再
構
築
す
る
」
と
言
う
。
だ
が
そ
の
実
、
欧
州

の
現
状
に
は
容
赦
が
な
い
。
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
N
A
T
O
）
加

盟
国
が
そ
れ
ぞ
れ
防
衛
費
を
国
内
総
生
産
（
G
D
P
）
比
5
％
に
引

き
上
げ
る
合
意
の
履
行
を
求
め
た
う
え
で
N
A
T
O
と
の
関
係
見
直

し
を
示
唆
す
る
一
方
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
直
接
関
わ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
和
平
を
巡
っ
て
は
欧
州
の
同
盟
国
を
「
障
害
だ
」
と
批
判
し
て
い

る
。

　

一
方
で
、
ロ
シ
ア
に
対
し
て
は
、
侵
略
の
責
任
を
非
難
す
る
明
確

な
言
及
は
な
く
、
む
し
ろ
戦
争
の
終
結
に
よ
っ
て
欧
州
経
済
を
安
定

さ
せ
た
い
と
い
う
思
惑
が
透
け
て
見
え
る
。「
ロ
シ
ア
と
の
間
で
戦

略
的
安
定
性
を
再
び
確
立
す
る
」
こ
と
が
米
国
の
「
核
心
的
利
益
」

だ
と
も
言
う
。「
戦
略
的
安
定
性
」
と
は
、
主
に
核
戦
争
や
核
軍
拡

競
争
を
回
避
す
る
た
め
の
核
戦
力
の
均
衡
を
言
う
。
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
は
就
任
前
か
ら
ロ
シ
ア
や
中
国
と
の
核
軍
縮
交
渉
に
は
前
向
き

だ
っ
た
。
ロ
シ
ア
が
こ
う
し
た
記
述
を
歓
迎
す
る
声
明
を
出
し
た
の

は
、
何
と
も
皮
肉
だ
。

　

第
四
は
、
中
東
に
関
し
て
で
あ
る
。「
我
々
は
、
多
大
な
コ
ス
ト

を
費
や
す
『
永
久
戦
争
』
を
回
避
し
つ
つ
、
敵
対
勢
力
が
中
東
を
支

配
し
、
石
油
や
天
然
ガ
ス
を
独
占
し
、
航
路
の
チ
ョ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト

（
戦
略
的
に
重
要
な
場
所
）
に
影
響
力
を
持
つ
事
態
を
避
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
す
る
。
だ
が
、
イ
ラ
ン
の
核
施
設
を
爆
撃
し

た
こ
と
で
核
開
発
が
止
ま
る
と
は
思
え
な
い
。
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ア
ラ

ブ
諸
国
の
外
交
関
係
を
正
常
化
さ
せ
る
「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
合
意
」
の
拡

大
を
目
指
す
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
肩
入
れ
し
た
現
状
で
は
、
そ
れ
も

難
し
い
だ
ろ
う
。

中
東
の
位
置
付
け
も
激
変

　

従
前
か
ら
と
は
い
え
、
興
味
深
い
の
が
、
中
東
の
地
政
学
的
な
位

置
付
け
だ
。「
つ
い
半
世
紀
前
ま
で
は
米
国
外
交
に
と
っ
て
最
優
先

の
地
域
は
中
東
だ
っ
た
。
理
由
は
明
ら
か
だ
。
世
界
で
最
も
重
要
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源
で
あ
り
、
大
国
間
競
争
の
主
戦
場
だ
っ
た
か
ら

だ
」
と
指
摘
し
た
う
え
で
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
が
多
様
化
し
た
今
、

米
国
は
輸
出
国
に
転
じ
、
世
界
が
う
ら
や
む
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
る
」

と
優
位
性
を
強
調
し
て
い
る
。
中
東
の
安
全
保
障
は
依
然
と
し
て
重

要
だ
が
、
そ
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
は
下
が
っ
た
と
い
う
「
脱
中
東

化
」
思
考
が
に
じ
む
。
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最
後
に
、
米
国
の
技
術
革
新
と
技
術
力
の
向
上
を
挙
げ
た
。
と
く

に
、
A
I
、
バ
イ
オ
テ
ッ
ク
、
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
分
野

を
促
進
し
て
技
術
大
国
の
前
進
を
図
る
と
強
調
し
て
い
る
。
競
争
相

手
と
な
る
の
が
中
国
で
あ
り
、
か
ね
て
か
ら
共
同
開
発
や
対
中
圧
力

で
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
よ
う
日
本
を
含
め
た
同
盟
国
や
友
好
国
に
働

き
か
け
を
強
め
て
き
た
。
だ
が
、
こ
こ
に
き
て
ち
ぐ
は
ぐ
な
面
が
際

立
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
主
導
権
は
中
国
に
あ
る
こ
と
を
印
象
付
け
て

い
る
。

　

12
月
8
日
の
こ
と
だ
。
米
半
導
体
大
手
エ
ヌ
ビ
デ
ィ
ア
の
前
世
代

型
の
先
端
半
導
体
「
H
2
0
0
」
の
中
国
へ
の
輸
出
を
許
可
す
る
と

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
S
N
S
で
発
表
し
た
。
前
世
代
型
モ
デ
ル
と

い
っ
て
も
こ
れ
ま
で
中
国
で
手
に
入
る
「
H
20
」
の
約
6
倍
の
性
能

を
持
つ
製
品
だ
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
「
習
（
近
平
）
主
席
は
前
向

き
に
反
応
し
た
！
」と
書
き
込
ん
だ
が
、米
国
内
で
は
批
判
が
強
ま
っ

て
い
る
。
先
端
技
術
の
流
出
が
中
国
の
軍
事
力
強
化
に
つ
な
が
る
恐

れ
が
あ
り
、「
A
I
覇
権
」
争
い
で
中
国
を
利
す
る
と
の
見
方
が
出

て
い
る
か
ら
だ
。

超
党
派
の
意
見
く
む
ア
ジ
ア
政
策

　

以
上
が
概
括
だ
が
、
さ
ら
に
掘
り
下
げ
た
い
2
点
に
つ
い
て
詳
述

し
た
い
。

　

一
つ
は
、
身
近
な
ア
ジ
ア
の
問
題
だ
。
N
S
S
で
は
、
台
湾
海
峡

に
お
け
る
現
状
の
一
方
的
変
更
に
反
対
し
、
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
航

トランプ政権２期目の国家安全保障戦略のポイント

・日米豪インドの「クアッド」を重視。

　日韓に防衛費増額要求

・中国：不公正貿易やサプライチェーン

　支配を阻止

・台湾：現状を維持し、紛争予防を

　「重要事項」と規定

・北朝鮮：具体的に言及せず

・モンロー主義の「トランプ

　版」を標ぼう。米国の覇権

　の回復

不法移民の流入を防ぎ、麻薬

　カルテルの無力化がへの対

　策が「核心的利益」

・ウクライナ戦争の早期終結、

　欧州経済の安定、ロシアと

　の戦略的安定が米国の「核

　心的利益」

・欧州はウクライナ和平の　

　「障害」。自信喪失からの脱

　却が必要

・イスラエルとアラブ

　諸国の和平を深化させ、

　アブラハム合意を拡大

インド
太平洋
インド
太平洋

中東中東

欧州欧州

米国・
西半球
米国・
西半球
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行
の
自
由
を
支
持
し
、
日
米
豪
イ
ン
ド
4
カ
国
の
「
ク
ア
ッ
ド
」
の

重
要
性
を
認
識
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
に
お
け
る
同
盟
国
・
パ
ー

ト
ナ
ー
国
と
の
協
力
を
約
束
し
て
い
る
。
中
国
と
の
経
済
関
係
を
不

公
平
か
ら
互
恵
へ
と
再
調
整
す
る
よ
う
求
め
た
。
こ
れ
ら
の
点
は
米

国
内
の
超
党
派
の
意
見
や
同
盟
国
の
意
向
を
反
映
し
て
い
る
と
言
え

る
。

　

そ
の
う
え
で
興
味
深
い
新
た
な
視
点
を
提
供
し
て
い
る
の
が
、
米

ブ
ル
ッ
キ
ン
グ
ス
研
究
所
ア
ジ
ア
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ー
の

パ
ト
リ
シ
ア
・
キ
ム
氏
だ
。
N
S
S
特
集
で
の
コ
メ
ン
ト
で
、
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
が
地
政
学
上
の
最
優
先
地
域
を
「
西
半
球
」
と
し
た
こ

と
に
触
れ
、「
世
界
的
な
米
軍
の
配
備
は
こ
の
目
的
に
沿
っ
た
形
で

再
編
さ
れ
る
」
と
指
摘
し
、
そ
れ
を
「
台
湾
有
事
」
の
回
避
の
観
点

か
ら
イ
ン
ド
太
平
洋
で
の
米
軍
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
考
察
し
て
い
る
。

「
負
担
の
分
担
」
か
ら
「
負
担
の
転
換
」
へ

　

ト
ラ
ン
プ
氏
が
、
空
母
戦
闘
群
を
含
め
て
「
裏
庭
重
視
」
の
米
軍

配
備
を
採
用
し
た
場
合
、
当
然
、
イ
ン
ド
太
平
洋
の
米
軍
再
編
も
求

め
ら
れ
よ
う
。「
も
は
や
ア
ト
ラ
ス
で
は
な
い
」
と
宣
言
し
た
米
国

の
肩
代
わ
り
役
と
し
て
指
名
し
て
い
る
の
が
、「
裕
福
で
洗
練
さ
れ

た
諸
国
」
だ
。
つ
ま
り
は
ア
ジ
ア
で
は
日
本
や
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
欧
州
で
は
英
仏
独
な
ど
主
要
7
カ
国
（
G
7
）
の
国
々
で
あ

り
、
米
国
が
足
元
の
西
半
球
に
責
任
を
持
つ
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
は
そ
こ
に
住
む
同
盟
国
が
責
任
を
持
て
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　

キ
ム
氏
は
「
西
半
球
を
重
視
し
、
そ
の
方
向
で
軍
備
を
再
編
す
れ

ば
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
紛
争
を
抑
止
す
る
と
い
う
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
は
整
合
性
が
と
れ
な
く
な
る
。
こ
の
戦
略
は
、
同

盟
国
に
対
し
て
従
来
の
『
負
担
の
分
担
（
バ
ー
デ
ン
・
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
）』
だ
け
で
な
く
『
負
担
の
転
換
（
バ
ー
デ
ン
・
シ
フ
テ
ィ
ン
グ
）』

を
明
示
的
に
求
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
米
国
の
同
盟
関
係
を
支
え
て

き
た
核
心
的
な
条
件

─
信
頼
で
き
る
米
国
の
安
全
保
障
保
証
と
引

き
換
え
に
同
盟
関
係
を
維
持
す
る
こ
と

─
を
ほ
と
ん
ど
認
識
し
て

い
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

確
か
に
、
N
S
S
で
は
、
西
太
平
洋
に
お
け
る
米
軍
の
プ
レ
ゼ
ン

ス
の
強
化
も
う
た
っ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
際
立
つ
の
が
日

本
、韓
国
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、台
湾
な
ど
が
自
ら
中
国
を
抑
止
す
る
「
第

一
列
島
線
」
の
防
衛
に
当
た
る
べ
き
だ
と
い
う
主
張
だ
。
防
衛
費
増

額
を
要
求
す
る
日
本
と
韓
国
に
は
、「
抑
止
に
必
要
な
新
た
な
能
力
」

に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
も
求
め
て
い
る
。
一
方
で
、
核
能
力
を
高
め

る
北
朝
鮮
に
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
実
質
的
に
は
米
軍
が
後
景
に
退

き
、
前
線
の
同
盟
国
が
「
集
団
防
衛
」
に
当
た
る
た
め
の
再
編
に
な

り
か
ね
な
い
。

「
米
国
第
一
」
ゆ
え
ん
は
冷
戦
後
の
失
政

　

も
う
一
つ
が
、
国
際
社
会
と
の
関
わ
り
だ
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

第
1
期
政
権
で
初
め
て
「
米
国
第
一
（
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
）」

を
掲
げ
て
以
来
、
国
際
社
会
の
利
益
よ
り
も
米
国
の
利
益
を
優
先
す
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る
立
場
に
変
わ
り
は
な
い
。
た
だ
し
、
今
回
の
N
S
S
で
際
立
つ
の

は
、「
米
国
第
一
」
路
線
に
至
る
経
緯
を
詳
細
に
説
明
し
、
改
め
て

冷
戦
終
結
後
の
自
身
を
除
く
歴
代
政
権
（
ク
リ
ン
ト
ン
＝
民
主
党
、

ブ
ッ
シ
ュ
子
＝
共
和
党
、
オ
バ
マ
＝
民
主
党
、
バ
イ
デ
ン
＝
民
主
党
）

の
政
策
を
酷
評
し
て
い
る
点
だ
。

　

冷
戦
終
結
時
の
大
統
領
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
H
・
W
・
ブ
ッ
シ
ュ
（
父
）

氏
だ
っ
た
。
1
9
8
9
年
12
月
、当
時
の
ソ
連
の
指
導
者
ミ
ハ
エ
ル
・

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
氏
と
の
マ
ル
タ
会
談
で
終
結
が
宣
言
さ
れ
た
が
、
現

実
に
は
1
9
9
1
年
12
月
の
ソ
連
崩
壊
に
よ
っ
て
世
界
は「
冷
戦
後
」

と
い
う
新
た
な
時
代
へ
と
向
か
っ
た
。「
世
界
で
唯
一
の
超
大
国
」

と
な
っ
た
ブ
ッ
シ
ュ
父
大
統
領
が
表
明
し
た
「
新
世
界
秩
序

（
ニ
ュ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
・
オ
ー
ダ
ー
）」
は
、
大
国
が
小
国
を
支
配
す

る
弱
肉
強
食
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
は
な
く
、
国
の
大
小
を
問
わ
ず
平
等

で
公
正
な
社
会
を
目
指
し
た
。

　

だ
が
、
政
権
ご
と
に
策
定
さ
れ
る
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」
の
足

跡
を
た
ど
る
と
、大
き
く
揺
れ
動
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
ブ
ッ
シ
ュ

父
後
」
の
米
国
を
引
き
継
い
だ
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
国
際
社
会
に
積

極
的
に
関
与
す
る
が
、ほ
こ
ろ
び
も
見
え
始
め
る
。「
世
界
の
警
察
官
」

を
標
ぼ
う
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
経

済
が
米
国
の
覇
権
を
わ
が
物
に
し
た
が
、「
米
国
支
配
」
に
対
す
る

反
発
は
世
界
各
地
に
広
が
り
、
と
く
に
中
東
で
は
反
米
テ
ロ
組
織
が

培
養
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

対
テ
ロ
戦
争
と
米
国
の
疲
弊

　

象
徴
的
だ
っ
た
の
が
、
2
0
0
1
年
9
月
11
日
の
米
同
時
多
発
テ

ロ
で
あ
る
。
国
際
テ
ロ
組
織
「
ア
ル
カ
イ
ダ
」
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
支
配
勢
力
だ
っ
た
「
タ
リ
バ
ン
」
の
支
援
を
受
け
て
実
施
し
た
米

本
土
の
中
枢
機
関
へ
の
攻
撃
が
米
国
外
交
を
一
変
さ
せ
る
。
ジ
ョ
ー

ジ
・
W
・
ブ
ッ
シ
ュ
（
子
）
大
統
領
が
2
0
0
2
年
9
月
に
発
表
し

た
N
S
S
は
「
ブ
ッ
シ
ュ
・
ド
ク
ト
リ
ン
」
と
言
わ
れ
、
冷
戦
後
の

「
協
調
」
主
義
を
排
し
、「
単
独
」
主
義
を
明
確
に
さ
せ
、
リ
ス
ク
に

対
す
る
「
先
制
攻
撃
論
」
を
打
ち
出
し
た
。

　

だ
が
、
こ
れ
が
米
国
を
戦
争
の
泥
沼
に
引
き
ず
り
込
む
引
き
金
と

な
っ
た
の
は
、
そ
の
後
の
「
対
テ
ロ
戦
争
」
の
歴
史
を
見
れ
ば
明
ら

か
だ
。
採
択
さ
れ
た
国
連
安
全
保
障
理
事
会
決
議
が
認
め
た
自
衛
権

の
行
使
に
基
づ
く
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
攻
撃
に
加
え
、
2
0
0
3
年
に

は
大
量
破
壊
兵
器
の
除
去
を
名
目
に
明
確
な
国
連
安
保
理
決
議
を
採

ら
な
い
ま
ま
イ
ラ
ク
へ
の
先
制
攻
撃
へ
と
突
き
進
ん
だ
。
2
正
面
で

の
軍
事
作
戦
は
泥
沼
化
し
、多
額
の
戦
費
が
経
済
の
疲
弊
を
招
い
た
。

　

そ
れ
に
よ
っ
て
失
っ
た
国
際
社
会
の
信
頼
を
回
復
し
よ
う
と
試
み

た
の
が
、
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
大
統
領
だ
っ
た
。
再
び
「
国
際
協
調
主

義
」
を
掲
げ
、
軍
事
よ
り
も
外
交
を
重
ん
じ
、「
敵
と
の
対
話
」
を

進
め
た
。
だ
が
、
戦
争
に
よ
っ
て
疲
弊
し
、
相
対
的
な
国
力
が
低
下

す
る
米
国
と
は
対
照
的
に
、
軍
事
・
経
済
両
面
で
台
頭
す
る
中
国
は

増
勢
し
、
冷
戦
の
敗
者
だ
っ
た
ロ
シ
ア
も
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
下
で
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復
活
を
遂
げ
た
。
オ
バ
マ
氏
は
「
も
は
や
米
国
は
世
界
の
警
察
官
で

は
な
い
」
と
そ
の
力
の
衰
え
を
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
経
過
を
踏
ま
え
て
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
打
ち
出
し
た
の
が

「
米
国
第
一
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
幅
広
い
有
権
者
の
支
持
を
得
た
。

今
回
の
N
S
S
で
は
「
冷
戦
後
、
外
交
エ
リ
ー
ト
は
米
国
が
永
久
的

に
世
界
を
支
配
す
る
こ
と
が
米
国
の
最
善
の
利
益
と
確
信
し
て
い

た
。
だ
が
、
米
国
の
直
接
の
利
益
に
関
係
な
い
も
の
ま
で
永
久
に
負

担
し
、
世
界
を
支
え
て
い
け
る
と
見
誤
っ
た
」
と
指
摘
し
、「
グ
ロ
ー

バ
リ
ズ
ム
や
い
わ
ゆ
る
自
由
貿
易
に
対
し
て
破
滅
的
に
誤
っ
た
賭
け

を
し
た
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
分
析
の
上
に
今
の
ト
ラ
ン
プ
政
権

が
あ
る
。

　

同
じ
く
ブ
ル
ッ
キ
ン
グ
ス
研
究
所
客
員
フ
ェ
ロ
ー
の
マ
ラ
・
カ
ー

リ
ン
氏
は
今
回
の
N
S
S
を
「
過
去
80
年
近
く
に
わ
た
る
米
国
の
国

際
社
会
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
全
面
的
に
否
定
す
る
も
の
だ
」
と
指
摘

す
る
。
冷
戦
時
、
対た
い

峙じ

し
た
の
は
米
国
と
ソ
連
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
同
盟
国
は
米
ソ
を
盟
主
と
仰
い
だ
。
当
時
は
米
ソ
を
2
大
巨
頭
と

す
る
「
垂
直
型
」
の
同
盟
構
図
だ
っ
た
。
だ
が
、
今
の
米
国
は
も
は

や
西
側
の
「
盟
主
」
を
名
乗
る
だ
け
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
な
く
、

同
盟
の
構
図
も
地
域
や
各
国
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
う「
水
平
型
」

に
移
行
し
て
い
る
。

孤
立
主
義
へ
の
回
帰

　

そ
う
い
う
点
で
は
、
米
国
が
自
身
の
負
担
を
減
ら
し
て
「
孤
立
主

２００２年
ブッシュ大統領

先制攻撃論

同時多発テロ後初。
対テロ戦争継続

過去の国家安保戦略では――

２０１０年
オバマ大統領

敵国との対話

中露イランとの
外交。核不拡散

２０１７年
トランプ大統領

米国第一

力による平和。
中露との競争

２０２２年
バイデン大統領

超大国間競争

国力の再建、
対覇権主義の連携
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義
」
に
回
帰
す
る
土
壌
は
整
っ
て
い
た
と
も
言
え
る
。
米
国
は
以
前

ほ
ど
に
は
頼
り
な
く
な
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
が
、
逆
に
古
い
同
盟

国
は
自
ら
の
足
で
立
て
る
だ
け
の
力
量
を
、
米
国
ほ
ど
で
は
な
い
に

せ
よ
、
身
に
つ
け
て
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
今
回
の
N
S
S
で
米

国
が
世
界
を
担
う
国
際
秩
序
か
ら
、
ど
ん
な
国
際
秩
序
に
移
行
す
べ

き
か
の
具
体
像
が
提
示
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
方
で
米
国
が
目

指
す
べ
き
秩
序
は
明
確
に
な
っ
た
。そ
れ
が「
ト
ラ
ン
プ
版
モ
ン
ロ
ー

主
義
」
で
あ
る
。

　

欧
州
と
距
離
を
置
く
米
国
の
姿
勢
は
、
建
国
以
来
の
も
の
だ
。
英

国
の
圧
政
に
業
を
煮
や
し
た
大
陸
の
植
民
地
が
意
を
決
し
、
戦
い
の

末
、
1
7
7
6
年
に
独
立
し
て
誕
生
し
た
の
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で

あ
る
。
7
月
4
日
に
発
し
た
「
独
立
宣
言
」
で
は
、
英
国
国
王
に
よ

る
「
絶
対
的
暴
政
」
の
数
々
を
言
い
立
て
、そ
れ
を
「
独
立
の
大
義
」

と
訴
え
、「
自
由
で
独
立
の
国
家
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
植
民
地
は
戦

争
を
開
始
し
、平
和
を
講
じ
、同
盟
を
結
び
、通
商
を
確
立
し
、独
立

国
家
が
権
利
に
よ
り
行
う
他
の
す
べ
て
の
物
事
を
行
う
」と
述
べ
た
。

　

自
由
の
た
め
の
独
立
を
勝
ち
取
っ
た
米
国
に
と
っ
て
、
最
も
警
戒

す
べ
き
は
、
外
国
勢
力
の
介
入
で
あ
っ
た
。
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
、
と
り
わ
け
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
が
そ
の
対
象
だ
っ
た
。

1
7
8
7
年
に
起
草
さ
れ
た
連
邦
憲
法
草
案
を
推
進
す
る
た
め
に
ア

レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
（
後
の
初
代
財
務
長
官
）、
ジ
ョ
ン
・

ジ
ェ
イ
（
後
の
初
代
最
高
裁
長
官
）、ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
マ
デ
ィ
ソ
ン
（
後

の
第
4
代
大
統
領
）が
執
筆
し
た
論
文「
ザ
・
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
」で
、

外
交
を
担
当
し
た
ジ
ェ
イ
は
こ
う
記
し
て
い
る
。

　
「
も
し
…
…
ア
メ
リ
カ
が
三
な
い
し
四
の
独
立
し
た
、
お
そ
ら
く

は
相
互
に
対
立
す
る
共
和
国
な
い
し
連
合
体
に
分
裂
し
、
一
つ
は
イ

ギ
リ
ス
に
、
他
は
フ
ラ
ン
ス
に
、
第
三
の
も
の
は
ス
ペ
イ
ン
に
傾
く

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ら
三
国
に
よ
っ
て
互
い
に
敵
対
す
る
よ

う
に
あ
や
つ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
で
も
な
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
い

か
に
も
あ
わ
れ
む
べ
き
存
在
と
し
て
、
諸
国
の
目
に
写
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。
も
し
そ
う
な
れ
ば
…
…
武
力
の
的
と
も
な
り
か
ね
な
い
で
あ

ろ
う
」（
第
四
編　

対
外
関
係
と
連
邦
の
効
用　

続
き
）

　

そ
う
し
た
窮
状
に
陥
ら
な
い
た
め
に
採
用
し
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る

米
国
型
の
「
孤
立
主
義
」
だ
。
初
代
大
統
領
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン

ト
ン
は
、
1
7
9
3
年
2
月
に
始
ま
っ
た
仏
英
戦
争
で
、
当
時
フ
ラ

ン
ス
と
同
盟
関
係
に
あ
り
な
が
ら
「
中
立
」
の
立
場
を
宣
言
し
た
。

1
7
9
6
年
9
月
の
退
任
演
説
で
は
「
外
国
に
対
す
る
我
々
の
行
動

の
大
原
則
は
、
商
業
関
係
を
拡
大
し
つ
つ
、
可
能
な
限
り
政
治
的
関

与
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
に
あ
る
…
…
欧
州
の
論
争
は
我
々
の
関

心
事
と
は
無
縁
で
あ
り
…
…
自
ら
巻
き
込
む
こ
と
は
賢
明
で
は
な

い
」
と
総
括
し
て
い
る
。

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
も
レ
ー
ガ
ン
も
志
向

　

こ
の
土
台
の
上
に
練
り
上
げ
た
の
が
、
欧
州
と
米
州
の
相
互
不
干

渉
主
義
を
柱
と
す
る
「
モ
ン
ロ
ー
主
義
」
で
あ
る
。
1
8
2
3
年
12

月
に
第
5
代
大
統
領
の
モ
ン
ロ
ー
が
議
会
に
提
出
し
た
年
次
教
書
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で
、「
ア
メ
リ
カ
大
陸
（
西
半
球
）
へ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
新
た

な
植
民
活
動
や
干
渉
は
認
め
ず
、
そ
の
一
方
で
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
も

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
に
は
干
渉
し
な
い
」
と
宣
言
し
た
。
米
国
の
安

定
を
図
る
た
め
、
北
米
と
中
南
米
の
全
域
か
ら
欧
州
諸
国
の
影
響
力

を
排
除
す
る
こ
と
に
狙
い
が
あ
っ
た
。

　

以
降
、
米
国
の
外
交
政
策
は
「
モ
ン
ロ
ー
主
義
」
に
拠
っ
て
立
つ

こ
と
に
な
る
が
、
時
代
と
と
も
に
「
補
足
（
コ
ロ
ラ
リ
ー
）」
が
加

わ
り
、
変
遷
を
た
ど
る
。
最
初
に
「
拡
張
」
し
た
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
は
1
9
0
4
年
12
月
の
一
般
教
書
演
説
で
、
欧
州

諸
国
に
よ
る
中
南
米
へ
の
介
入
に
対
し
、「
西
半
球
に
お
い
て
は
モ

ン
ロ
ー
主
義
を
維
持
す
る
合
衆
国
は
、
国
際
的
な
警
察
権
の
行
使
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
、
武
力
に
よ
る
西
半
球

の
権
益
保
護
の
正
当
性
を
主
張
し
て
い
る
。

　

当
時
、
英
国
な
ど
欧
州
列
強
は
対
外
債
務
不
履
行
を
理
由
に
中
米

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
周
辺
の
海
上
を
封
鎖
し
、
干
渉
の
度
合
い
を
強
め
、
米

国
は
こ
れ
に
強
く
反
発
し
、
中
南
米
で
の
軍
事
介
入
も
辞
さ
な
い
強

硬
姿
勢
を
見
せ
た
。軍
事
力
を
背
景
に
米
国
が
干
渉
を
強
め
た
の
が
、

1
9
0
3
年
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
か
ら
パ
ナ
マ
共
和
国
を
独
立
さ
せ
た
こ

と
だ
。
パ
ナ
マ
地
峡
の
永
久
租
借
権
を
獲
得
し
パ
ナ
マ
運
河
建
設
を

開
始
し
た
。「
大
き
な
棍こ
ん

棒ぼ
う

を
携
え
、
穏
や
か
に
話
す
」
と
い
う
手

法
は
「
こ
ん
棒
外
交
」
と
呼
ば
れ
、
独
自
の
カ
リ
ブ
海
政
策
が
翌
年

の
一
般
教
書
で
体
系
化
さ
れ
た
。

　

時
代
は
飛
ぶ
が
、東
西
冷
戦
期
の
1
9
8
5
年
に
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー

モンロー主義の変遷

ジェームズ・モンロー大統領（1823年　モンロー教書）

・欧州諸国は米州大陸に干渉せず、米国は欧州に干渉しない
（「米欧相互不干渉」）。米国は米州大陸の権益の「守護者」
➡欧州諸国による中南米各国の独立への干渉を排除する狙い

セオドア・ルーズベルト大統領（1904年　一般教書）

・中南米への欧州の干渉を排除するためには軍事介入も辞さない
（「こん棒外交」）。現在に至るまでの中南米政策の基盤となる
➡モンロー主義を拡張させた「ルーズベルト補論」と呼ばれる

ロナルド・レーガン大統領（1985年　一般教書）
・世界各地に波及するソ連の影響力をそぐために軍事介入も辞さない
（「ロールバック」）。教書に先立つ1983年、軍事クーデターの背後に
ソ連がいるとして中米グレナダに軍事侵攻。
➡中南米、アジア、アフリカに進出する対ソ戦略として
「レーガン・ドクトリン」と呼ばれる。
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ガ
ン
大
統
領
は
一
般
教
書
で
中
米
・
カ
リ
ブ
海
地
域
に
お
け
る
共
産

主
義
の
拡
大
を
阻
止
す
る
と
い
う
外
交
政
策
を
打
ち
出
し
た
。
実
際

に
は
1
9
8
1
年
の
就
任
当
初
か
ら
西
半
球
の
共
産
化
を
防
ぐ
た
め

の
介
入
を
立
て
続
け
に
行
っ
て
い
た
が
、
西
半
球
政
策
も
含
め
た
包

括
的
な
対
ソ
戦
略
を
打
ち
出
し
た
の
が
こ
の
一
般
教
書
で
、
い
わ
ゆ

る
「
レ
ー
ガ
ン
・
ド
ク
ト
リ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
。
西
半
球
に

限
れ
ば
、「
モ
ン
ロ
ー
主
義
レ
ー
ガ
ン
補
論
」
と
も
言
え
る
。

　

レ
ー
ガ
ン
時
代
は
米
ソ
冷
戦
が
極
度
に
緊
張
し
、「
核
戦
争
」
の

恐
怖
に
さ
ら
さ
れ
た
の
と
同
時
に
、
世
界
各
地
で
米
ソ
の
「
代
理
戦

争
」
が
起
こ
っ
た
と
き
で
も
あ
っ
た
。
レ
ー
ガ
ン
は
在
任
中
、
数
多

く
の
地
域
で
軍
事
行
動
を
行
っ
た
。
1
9
8
1
年
に
中
米
エ
ル
サ
ル

バ
ド
ル
へ
の
米
軍
増
員
▽
1
9
8
3
年
に
中
米
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
へ
の

米
軍
長
期
駐
留
▽
1
9
8
3
年
に
中
東
レ
バ
ノ
ン
へ
の
米
軍
派
遣
▽

1
9
8
3
年
に
カ
リ
ブ
海
・
グ
レ
ナ
ダ
に
軍
事
侵
攻
▽
1
9
8
5
年

に
北
ア
フ
リ
カ
・
リ
ビ
ア
爆
撃
▽
1
9
8
7
年
に
ペ
ル
シ
ャ
湾
に
米

軍
派
遣

─
な
ど
だ
。

　

中
で
も
議
論
を
呼
ん
だ
の
が
、
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
で
あ
る
。
親
ソ
派

に
よ
る
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
が
起
き
る
や
い
な
や
、「
在
住
す
る
米
国

市
民
の
安
全
を
確
保
す
る
」
こ
と
を
口
実
に
約
7
0
0
0
人
の
海
兵

隊
を
侵
攻
さ
せ
た
。
集
団
安
全
保
障
軍
を
構
成
す
る
東
カ
リ
ブ
海
諸

国
機
構
（
O
E
C
S
）
の
要
請
に
基
づ
く
こ
と
も
根
拠
に
し
た
が
、

米
議
会
に
は
慎
重
論
も
あ
っ
た
。
米
国
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
引
き
続

い
て
、
自
衛
権
を
拡
大
解
釈
し
て
容
易
に
軍
事
行
動
に
出
る
傾
向
は

変
わ
ら
ず
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
教
訓
か
ら
生
ま
れ
た
戦
争
権
限
法
も

十
分
に
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
。

「
ト
ラ
ン
プ
版
帝
国
主
義
」
が
招
く
「
永
久
戦
争
」
リ
ス
ク

　

今
ま
さ
に
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
で
起
こ
っ
て
い
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
を

巡
る
緊
張
は
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
や
レ
ー
ガ
ン
が
た
ど
っ
た
の
と
同
じ

道
を
歩
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に
映
る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
12
月
16

日
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に
寄
港
す
る
制
裁
対
象
の
石
油
タ
ン
カ
ー
に
対
す

る
「
全
面
的
か
つ
完
全
な
封
鎖
」
を
命
じ
た
。
ニ
コ
ラ
ス
・
マ
ド
ゥ

ロ
政
権
に
対
す
る
圧
力
を
格
段
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
る
も
の
で
、

困
窮
す
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
経
済
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
の

は
必
至
だ
ろ
う
。

　

反
米
の
マ
ド
ゥ
ロ
大
統
領
は
、
ロ
シ
ア
か
ら
兵
器
や
武
器
な
ど
の

軍
事
支
援
を
受
け
る
一
方
、
産
出
す
る
石
油
を
中
国
に
輸
出
し
て
い

る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
安
全
を
保
証
す
る
代
わ
り
に
退
陣
を
促
し

て
い
る
と
も
伝
え
ら
れ
る
。
マ
ド
ゥ
ロ
政
権
が
応
じ
な
い
状
況
が
続

け
ば
、
米
国
が
軍
事
侵
攻
す
る
可
能
性
も
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
そ
う
な
っ
た
と
し
て
も
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
手

い
っ
ぱ
い
、
中
国
も
第
三
国
の
問
題
で
米
国
と
の
関
係
を
さ
ら
に
悪

化
さ
せ
た
く
な
い
事
情
も
あ
り
、ベ
ネ
ズ
エ
ラ
が
「
見
捨
て
ら
れ
る
」

恐
れ
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　

だ
が
、
米
国
の
武
力
に
任
せ
た
振
る
舞
い
は
、
す
で
に
国
際
法
違

反
の
疑
い
が
あ
る
と
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
米
国
防
総
省
が
昨
秋
以
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降
、
カ
リ
ブ
海
で
継
続
し

て
い
る
「
麻
薬
密
輸
船
」

へ
の
攻
撃
に
よ
る
民
間
人

の
死
者
は
80
人
以
上
に
上

る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
か
ら
米
国
へ

麻
薬
を
輸
送
す
る
麻
薬
カ

ル
テ
ル
を「
テ
ロ
リ
ス
ト
」

と
指
摘
し
て
い
る
が
、
根

拠
と
な
る
事
実
や
攻
撃
の

詳
細
は
明
ら
か
に
し
て
い

な
い
。
一
部
は
コ
ロ
ン
ビ

ア
国
民
が
乗
船
す
る
コ
ロ

ン
ビ
ア
国
籍
の
船
舶
だ
っ

た
と
の
指
摘
も
あ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
麻

薬
カ
ル
テ
ル
が
米
国
に
対

し
て
「
非
対
称
戦
」
を
仕

掛
け
て
い
る
と
し
て
、「
ト

レ
ン
・
デ
・
ア
ラ
グ
ア
・

カ
ル
テ
ル
」
を
外
国
テ
ロ

組
織
に
指
定
し
た
。
だ
か

ら
と
い
っ
て
、
国
連
憲
章

に
基
づ
く
武
力
行
使
が
許
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
米
国
は
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
と
戦
争
状
態
に
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
テ
ロ
指
定
し
た
麻
薬
カ

ル
テ
ル
か
ら
直
接
的
な
攻
撃
を
受
け
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
む
し

ろ
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
国
際
法
の
一
方
的
な
拡
大
解
釈
で
武
力
行

使
が
行
わ
れ
て
い
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
、
と
い
う
見
方
が
識
者

の
中
で
は
一
般
的
だ
。

　

こ
れ
を
新
た
な
「
米
国
の
帝
国
主
義
」
の
始
ま
り
と
呼
ぶ
識
者
も

い
る
。
イ
ス
ラ
ム
過
激
主
義
が
増
幅
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
、中
米
・

カ
リ
ブ
海
で
の
新
た
な
対
米
憎
悪
に
よ
っ
て
米
国
が
、
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
が
そ
れ
こ
そ
嫌
う
「
永
久
戦
争
」
に
陥
っ
て
い
か
な
い
と
も
限

ら
な
い
。
振
り
返
れ
ば
、
西
半
球
の
問
題
は
「
モ
ン
ロ
ー
宣
言
」
以

来
、
2
0
0
年
以
上
も
続
い
て
お
り
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
を
相
手
に

す
る
「
対
テ
ロ
戦
争
」
の
比
で
は
な
い
。
し
か
も
、
テ
ロ
組
織
と
は

異
な
り
国
家
主
権
を
有
す
る
国
が
相
手
で
あ
り
、
国
際
社
会
を
巻
き

込
ん
だ
問
題
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

モ
ン
ロ
ー
主
義
が
対
象
と
す
る
外
国
勢
力
は
、
当
初
の
欧
州
列
強

か
ら
冷
戦
時
代
に
は
ソ
連
と
移
り
、
今
は
中
国
が
そ
の
標
的
だ
。

N
S
S
で
は
、中
国
が
西
半
球
に
及
ぼ
す
影
響
力
を
警
戒
し
て
お
り
、

具
体
的
に
は
、
中
南
米
の
港
湾
な
ど
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
か
ら
中
国
を

排
除
す
る
こ
と
、
中
南
米
諸
国
と
の
経
済
関
係
を
制
限
す
る
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
移
民
・
麻
薬
戦
争
」
が
起
き
、
米
国
に
対
抗

し
て
中
国
が
反
米
勢
力
を
支
援
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
こ
の
地
域
が

「
世
界
の
火
薬
庫
」
に
な
る
恐
れ
は
否
定
で
き
な
い
。
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